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（会議経過） 

１ 開会 

〇山岸事務局長 

それでは定刻となりましたので始めさせ

ていただきます。ただいまより、第 1回足

立区ひきこもり支援協議会を開催いたしま

す。本日はお忙しいところご出席いただき

まして、誠にありがとうございました。 

私は本日の進行を務めさせていただきま

す、福祉部足立福祉事務所くらしとしごと

の相談センターの山岸でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

始めに、本会議は公開制とさせていただ

いております。さらに、会議内容を正確に

記録するために録音をさせていただいてご

ざいます。また、本日はテレビの取材クル

ーが会場に入ってございます。併せて、今

後、広報やホームページ等に掲載するため

に、途中、写真撮影等も行わせていただき

ますので、どうぞご了承ください。 

それでは、「次第 2」に移りまして、開

会にあたり、近藤弥生足立区長より挨拶い

たします。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

〇近藤区長 

こんばんは。あと今年も 10日ほどという

このタイミングで、皆様方にはお差し繰り

いただいて、今日の会議にご出席いただき

ましたことを心から感謝申し上げます。 

今更申し上げるまでもございませんけれ

ども、ひきこもりの問題には様々な複雑な

物事が絡まりあっているわけですから、何

か 1つのことを解決すればそれで解決する

という単純な問題ではないことは申し上げ

るまでもございません。ということで今

日、庁内の関係所管に関してもそうです

し、また外部の機関におかれましても様々

な機関の方と連携していくということが非

常に必要になってくるかと思っておりま

す。 

足立区では新年度から、国の方針の「重

層的支援」という考え方の中から、「福祉

まるごと相談課」というワンストップ型の

相談窓口の新設を考えております。その中

では、もちろんひきこもりのことばかりで

なく、例えば高齢の問題と経済的な問題が

複合されている方ですとか、また子育て世

代の方の問題でも障がいを持っているとい

うようなことで、今、本当に多岐にわたる

ご相談ごとがございますので、相談される

方があちこち移動しないで、1つの場所で

総合的な相談を受けられるような体制。そ

してまた、窓口に行くというハードルが高

くて本当に困っていらっしゃる方のところ

に支援が届かないということもございます

ので、実際にこちらから出向いてお話しを

伺って、少しずつ必要な機関につなげてい

くというアウトリーチにも力を入れていく

ということでございますので、そうした

「福祉まるごと相談」の一環として、是非

またこのひきこもりの支援につきましても

具体的に進めていくことができれば、と考

えております。 

今ある施策もございますけれども、それ

ぞれが一つひとつ独立しておりまして、使

い勝手が悪かったりというようなこともあ

るかもしれませんし、また全く抜け落ちて

いる支援があるかもしれませんので、そう

したことを当事者の方々や専門家の皆様方

のお知恵をいただきながら一層、重層的に

そして内容も充実させていきながら、少し

でもひきこもっていらっしゃる当事者、ご

家族の方と行政が、また機関がつながれる

ような、まだまだつながっている方々が少

ないという実態もあるようでございますの
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で、その点も問題と捉えて、考えていきた

いと思います。 

今日はこれからの方向性も含めて、皆様

方にご議論いただきながら、足立区なりの

ひきこもり支援というものを構築していき

たいと思いますので、色々ご意見もあるか

と思いますけれども末永くご理解ご協力い

ただきますように、私よりの心からのお願

いを申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

〇山岸事務局長 

ありがとうございました。続きまして、

「次第 3 委嘱式」に移ります。 

本来であれば、委員の皆様お 1人おひと

りに委嘱状をお渡しするところではござい

ますが、本日は、お手元の資料 1の委員名

簿に従って委員の皆様を読み上げさせてい

ただいたのちに、代表して足立区民生・児

童委員協議会第七合同会長である石川委員

に、区長より委嘱状をお渡しいたします。 

なお、代表以外の委員の方々には、本日

委嘱状を席上配付させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

まず名簿を読み上げさせていただきま

す。始めに学識委員の方々です。2名いら

っしゃいます。 

東京未来大学こども心理学部教授、藤後

悦子様。 

 

〇藤後委員 

藤後です。よろしくお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

続きまして、本日オンラインでの参加で

ございます、立正大学心理学部臨床心理学

科准教授、徳丸享様。 

 

〇徳丸委員 

徳丸です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇山岸事務局長 

続いて支援団体・関係機関の委員の方々

です。9名いらっしゃいます。足立区民

生・児童委員協議会第七合同会長、石川祥

江様。 

 

〇石川委員 

石川と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 

〇山岸事務局長 

ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会

連合会本部事務局長、上田理香様でござい

ますけれども、少し遅れてのご参加でござ

います。 

続きまして、足立ひきこもり家族会代

表、氏家好子様。 

 

〇氏家委員 

 氏家でございます。よろしくお願いいた

します。 

 

〇山岸事務局長 

医療法人財団厚生協会あだち若者サポー

トテラスＳＯＤＡ室長、内野敬様。 

 

〇内野委員 

内野と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 

〇山岸事務局長 

東京みらい中学校校長、定野司様です

が、少し遅れてのご参加でございます。 

続きまして、ＮＰＯ法人青少年自立援助
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センター理事長、河野久忠様。 

 

〇河野委員 

河野と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

〇山岸事務局長 

続いての委員でございますが、本日急き

ょ欠席でございます、セーフティネットあ

だち事業責任者、小田木恒夫様。 

続きまして、東京都福祉局生活福祉部生

活支援担当課長、山川幸宏様。 

 

〇山川委員 

山川です。よろしくお願いします。 

 

〇山岸事務局長 

足立区社会福祉協議会事務局長、久米浩

一様。 

 

〇久米委員 

久米です。よろしくお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

続きまして、足立区の職員 11名でござい

ます。長谷川勝美副区長でございます。 

 

〇長谷川委員 

長谷川です。よろしくお願いします。 

 

〇山岸事務局長 

工藤信副区長でございます。 

 

〇工藤委員 

 工藤です。よろしくお願いします。 

 

〇山岸事務局長 

大山日出夫教育長です。 

 

〇大山委員 

大山です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇山岸事務局長 

勝田実政策経営部長です。 

 

〇勝田委員 

 勝田です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇山岸事務局長 

楠山慶之あだち未来支援室長です。 

 

〇楠山委員 

楠山です。よろしくお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

五十嵐隆絆づくり担当部長です。 

 

〇五十嵐委員 

五十嵐です。よろしくお願いいたしま

す。 

 

〇山岸事務局長 

中村明慶福祉部長です。 

 

〇中村委員 

中村でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

千ヶ崎嘉彦足立福祉事務所長です。 

 

〇千ヶ崎委員 

千ヶ崎です。どうぞよろしくお願いいた

します。 
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〇山岸事務局長 

馬場優子衛生部長です。 

 

〇馬場委員 

馬場でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

上遠野葉子子ども家庭部長です。 

 

〇上遠野委員 

上遠野でございます。よろしくお願いい

たします。 

 

〇山岸事務局長 

橋本太郎こども支援センターげんき所長

です。 

 

〇橋本委員 

 橋本です。よろしくお願いいたします。 

 

（上田委員、途中入室） 

 

〇山岸事務局長 

お越しいただきましてありがとうござい

ます。紹介させていただきます。ＮＰＯ法

人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会本部

事務局長の上田理香様でございます。 

 

〇上田委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

それでは、委員を代表して石川委員に、

近藤区長より委嘱状をお渡しいたします。 

 

〇近藤区長 

委嘱状、石川祥江様。足立区ひきこもり

支援協議会委員を委嘱いたします。令和 5

年 12月 20日、足立区長近藤弥生。 どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

〇石川委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

ありがとうございました、どうぞよろし

くお願いいたします。 

続きまして、「次第 4 本協議会の会

長、副会長の指名選出」でございます。 

まず、会長の指名についてですが、足立

区ひきこもり支援協議会設置要綱第 5条第

1項では、「協議会に会長を置き、会長は

委員のうち区長が指名するもの」としてご

ざいます。 

これに従いまして、区長、会長をご指名

いただけますでしょうか。 

 

〇近藤区長 

私からは、学識の藤後先生に会長をお願

いしたいと考えております。 

 

〇山岸事務局長 

ただいま区長より、藤後委員を会長とし

てご指名いただきました。 

ここで、藤後委員の略歴を申し上げま

す。 

藤後委員は、筑波大学にて博士号を取

得。放送大学、立教大学、千葉大学、筑波

大学大学院の兼任講師を経験。公認心理

師、臨床心理士でもあられます。不登校支

援や通信制高校の支援に力を入れており、

講演会も多数行っています。現在は、東京

未来大学こども心理学部教授であり、足立

区区民評価委員会の会長、文化・読書・ス
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ポーツ推進委員会副会長としてもご活躍さ

れております。 

それでは、会長の就任にあたりまして、

藤後会長より一言頂戴したいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇藤後会長 

はい、ただいまご用命いただきました、

東京未来大学の藤後と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

先ほど近藤区長からもご説明ありました

けれども、ひきこもりというのは本当にあ

る意味、日本社会の歪みが表れているもの

だと考えています。これはご本人やご家族

の方の問題だけではなくて、私たちがこの

機会に見直すべき課題であると思います。

だからこそ、1つの課や民間の支援団体の

みが頑張るのではなくて、皆さんと連携し

て、しっかりと対応していきたいと思って

おりますし、新しい価値を見出す機会にも

なると思っています。だからこそ、是非こ

の機会に、皆様方と一緒に情報交換しなが

ら、しっかりと支援も含めて、一歩一歩進

んでいきたいと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 

〇山岸事務局長 

藤後会長、ありがとうございました。 

続きまして副会長ですが、同協議会設置

要綱第 5条第 3項では、「協議会に副会長

を置き、副会長は、福祉部を担任する副区

長をもって充てる」としてございます。 

これに従いまして副会長には、長谷川副

区長を選出させていただきます。 

それでは、副会長の就任にあたりまして

一言いただきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

〇長谷川副会長 

ただいま副会長に指名いただきました長

谷川でございます。どうぞよろしくお願い

します。 

実はこの協議会立ち上げにあたっては、

今年 4月から、区と家族会の皆さんとそれ

から区が現在、相談事業、居場所事業をお

願いしているセーフティネットあだちさん

と、7回に渡り様々な議論をさせていただ

きました。やはり目指すべき方向性を皆一

緒に持ってということで、私たちにとって

は有意義な議論だったというように思いま

す。その準備を踏まえて今日の協議会とい

うことで、これから足立区はひきこもり支

援、今までもやってなかったわけではあり

ませんが、これからは大きく旗を立てて、

さらにギアを上げてひきこもり支援につい

て取り組んでいきたいと思っておりますの

で、どうぞ皆様よろしくお願いいたしま

す。 

 

〇山岸事務局長 

長谷川副会長、ありがとうございまし

た。 

以上で、「委嘱に関する次第の 3から

5」までを終了させていただきます。 

それではここで、本日の配付資料のご確

認をさせていただきます。 

まず次第がございます。資料 1、当協議

会の委員の名簿がございます。資料 2、

「ひきこもり支援に関する諸説明」の資料

がございます。資料 3、「議題 1『ひきこも

り支援に関する区の基本的な考え方』の意

見交換」についての資料がございます。続

いて資料 4でございます。「議題 2『支援

メニューの拡充の進め方』」の資料がござ

います。最後に、資料 5といたしまして、

今回のひきこもり支援協議会の設置要綱が
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ございます。 

一連の資料に、不足等ございませんでし

ょうか。不足等あった場合は、事務局の職

員が対応させていただきます。 

続きまして、席上のマイクの使い方のご

案内でございます。ご発言いただく際に

は、お手数ですがお手元のマイクのボタン

を押していただいた上で、発言等仰ってい

ただけるとありがたく思います。会議記録

の関係上、発言の最初にはお名前を仰って

いただけると大変助かります。 

ご発言が終わりましたら、再度ボタンを

押してオフにしていただきますようよろし

くお願いいたします。 

また今回、オンライン参加であられます

徳丸委員については、ご発言の際、なるべ

くマイクに声が乗るようなかたちで発言し

ていただければと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

〇徳丸委員 

承知しました。 

 

〇山岸事務局長 

ありがとうございます。 

それではここからは、藤後会長に進行を

お願いいたします。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

〇藤後会長 

はい、では代わって藤後が進行させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

それでは次第に従って進めさせていただ

きます。「次第 6 議事」ですが、始めに

議事（1）の「ひきこもり支援に関する諸説

明」からとなりますので、事務局より資料

の説明をお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

事務局より説明させていただきます。 

皆様、お手元の資料 2をご覧いただきた

いと思います。会場前面の画面にも掲載さ

せていただきます。本日はポイントに絞っ

て説明させていただきます。 

まずは 3ページをご覧いただきたいと思

います。ひきこもりの状況を全国ベースで

見ていきます。 

令和 4年度の国の調査で見ると、いわゆ

る生産年齢人口の 15歳から 64歳でひきこ

もり状態にある人は全国で推計 146万人、

2％を超える割合となってございます。これ

は前回調査と比較すると 15歳から 39歳、

いわゆる若年層は出現率でおよそ 0.5ポイ

ント、約 8万人の増加でございました。 

40から 64歳の中高年に関しては、前回

調査時より 0.6ポイント、23万人増加して

おります。 

いずれの年代でもひきこもりの方々の増

加が見られまして、社会的課題の 1つとし

て認識がされているところでございます。 

続きまして、4ページをご覧いただきた

いと思います。ひきこもりに関するよくあ

る状況や傾向のご説明になります。 

一般的に言われる状況や傾向を、資料赤

字で示してございます。これはいずれも支

援の現場で同様に感じることが多く、ひき

こもり支援を通じてどのようにして寄り添

い、対応していくのかというのが今まさに

問われている、という認識でございます。  

続きまして 5ページ目、ここからは、足

立区の取り組みの現状と課題についてのご

説明でございます。6ページをご覧いただ

きたいと思います。まず、ひきこもり支援

に関する足立区の現状についての説明、そ

の前段として足立区でひきこもり支援を所

管しているくらしとしごとの相談センター
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の大枠から説明させていただきます。 

当センターではひきこもりに関する相談

の他にも仕事、生活費のお悩み等、様々な

相談を受け付けてございます。令和 4年度

の総受付件数は、5640件の実績がございま

した。これは、国の生活困窮者自立支援制

度に基づく業務でございまして、経済的に

困窮、最低限度の生活維持ができなくなる

恐れのある方々への、包括的な支援を行っ

ているところです。 

さらにひきこもり支援が必要な方々につ

きましては、今回ご出席いただいています

セーフティネットあだち、支援委託事業者

へつないで支援をお願いしているところで

ございます。 

続きまして 7ページをご覧いただきま

す。足立区におけるひきこもり支援のこれ

までの経緯についてのご説明でございま

す。 

支援の取り組みは平成 30年度にさかのぼ

りますが、それまでニートや若年者就労を

担当していた産業経済部から福祉部へ移管

されたという経緯がございます。これ以

降、現在まで福祉部が主体となってひきこ

もり支援をさせていただいております。 

現在、単に就労だけではなく、本人、あ

るいは家族に寄り添った支援を目指してお

ります。平成 31年度に 15歳から 40歳とし

ていた対象年齢を撤廃。ひきこもり実態調

査では 6430人、足立区内にひきこもりの方

の推計が出ました。令和 2年度には支援の

1つとして居場所の設置をしております。

令和 5年度の 4月からは家族会、区、セー

フティネットあだちの三者で、現場の顔の

見える関係性を築くという意味合いで、い

わゆる「三者の会」を発足し、現状の支援

の課題に対する意見交換を行ったというと

ころでございます。 

続きまして、実績ベースをご覧いただき

たいと思います。9ページをご覧いただき

たいと思います。 

この画面左側のグラフは、ひきこもりに

関する相談件数を年代別に前年度比較で表

したグラフでございます。内訳を見ます

と、20代、30代、40代。若年者、中年世

代の相談を多く受けてございます。性別で

見ますと、男性女性 7対 3の割合で相談を

受け付けた実績がございます。 

11ページをご覧いただきたいと思いま

す。今回、足立区でひきこもり支援を本格

始動するにあたりまして、いわゆる「三者

の会」で現状の主な課題を出しました。全

部で 4つ、主なものが挙がってございま

す。 

1つ目は、中核となる団体間の関係の強

化でございます。これにつきましては、今

年 4月以降、「三者の会」というその現場

の関係者の集まりで、交流の場を継続させ

ていただいているというところです。 

今回支援協議会で、関係するのが残り 3

つの部分でございます。 

2つ目は、関係者間の意見交換の場の必

要性に対する対応でございます。ここでは

情報共有に加えて、区の支援の方向性や取

り組みについて庁内外広くお集めさせてい

ただいて、意見交換ができる場をつくって

いきます。 

3つ目、4つ目につきましては、今回の第

1回の議題にもなりますけれども、「足立

区の支援の基本的な考え方」についての対

応でございます。具体的な 4つ目の「支援

メニューの拡充」についても、意見交換さ

せていただいた上で今後進めていきたいと

思ってございます。 

ここからは、これからの足立区のひきこ

もり支援についてのご説明でございます。
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13ページをご覧いただきたいと思います。 

まず始めに、足立区版ひきこもり支援の

方向性についてのご説明でございます。短

期、中期、長期、それぞれのステージを想

定してございます。 

まず、短期的な目標としてのステージ 1

では、まず支援の「基盤を創る」というと

ころで、基本的な区の考え方や支援メニュ

ーを拡充することをメインに取り組んでい

きたいと考えてございます。 

その後、中期目標としてのステージ 2

は、「有機的な連携を創る」として、関係

機関との連携、つながりを強化した取り組

みで、年代ごとに応じた支援の充実を中期

的に目指していきたいということを考えて

ございます。 

そして、ステージ 3、長期目標では「支

援を地域全体に波及していく仕組みを創

る」として、今回もご出席いただいていま

す民生・児童委員の協力等、地域全体で支

援する仕組みを構築し、誰ひとり取り残さ

ない地域をつくること、計画していくこと

を目指していきたいと思ってございます。 

15ページをご覧いただきたいと思いま

す。このうち、短期的な目標についての説

明でございます。 

初回テーマとしましては、支援の基本的

な考え方、大きな方向性等について意見交

換を頂戴していただきたく思います。この

代表者会議では大きな推進力を持つことを

目指していきたいと考えております。 

ひきこもり支援、今回だけではなく、他

の分野の支援、例えば、不登校支援や若年

者支援、あるいは孤立・孤独の支援、これ

らの支援とひきこもり支援を比較すると、

支援の考え方や課題について様々な共通

項、類似性が見られますので、今後、これ

ら各世代の支援の関係者と一緒に進めると

いうことが相乗効果を生み出す可能性を持

っているとも考えてございます。さらに言

うと、ひきこもり分野というのは、あらゆ

る世代が関わるフィールドでもございます

ので、ひきこもり支援だけの連携に留まら

ない、あらゆる世代の支援関係者が集う、

より大きな区の連携機能をつくることを今

回、目指してございます。 

最後、16ページになります。これは少し

イメージということで、中期目標であるス

テージ 2の概要を説明させていただきま

す。 

中期目標の第 2ステージでは、各年代の

類似支援機関との連携づくりに重点を置き

たいと思っています。既存の支援体制と

の、例えばコラボを意識したような有機的

な支援体制をつくっていきたいと思ってい

ます。例えば、6歳から 15歳、児童生徒の

支援領域や不登校支援がございます。若年

者支援ではニートやヤングケアラーの支

援、類似する支援がありますので、定期的

な情報交換の他に予防的な取り組みについ

て相互で提案を出したり支援メニューを広

げていく、そうした相乗効果のある連携を

今後中期的に目指していきたいと考えてご

ざいます。 

以上、足立区におけるひきこもり支援に

関する説明をさせていただきました。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。 

では、これから早速意見交換の時間に入

って参りたいと思います。本日議題が 2つ

ございます。予め申し上げさせていただき

ますけれども、所要時間は 1つの議題につ

き 25分を目安に考えております。より多く

の方々に積極的にご発言をいただきたいと

思っておりますが、限られた時間ですの
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で、発言はできる限り簡潔にお願いできた

らと思います。 

それでは議題 1「ひきこもり支援に関す

る区の基本的な考え方」について、まずは

事務局より内容の説明をお願いいたしま

す。 

 

〇山岸事務局長 

事務局より再び説明させていただきま

す。お手元の資料 3、議題 1「基本的な考え

方」についてご覧いただきたいと思いま

す。 

ここには基本的な考え方について、3つ

の視点でお示しをさせていただいていま

す。支援の目的、対象、そして連携体制に

ついてでございます。また参考資料として

別紙を添付させていただいてございます。 

資料 3の別紙をご覧いただきたいと思い

ます。ただいま、事務局として出させてい

ただいた足立区の案と、東京都のガイドラ

インの各項目との比較表を作成させていた

だいてございます。 

委員の方々には、それぞれの立場での意

見、あるいはこの東京都と足立区の比較表

等を参考にご意見をいただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〇藤後会長 

ご説明ありがとうございました。それで

は、まず議題の 1、「ひきこもり支援に関

する区の基本的な考え方」について、委員

の皆様からご意見を頂戴できたらと思って

おります。 

ご意見のある方は挙手でお願いします。 

 

〇上田委員 

本日はこのような、非常に横断的に庁内

の関係の方々が集まった第 1回の会議とい

うことで、この場を設けられたということ

に本当に心より御礼申し上げます。 

その上で、足立ひきこもり家族会の氏家

と共にやっておりますのは当事者団体でご

ざいます。氏家も私も、氏家は母親とし

て、私も 20代の頃に断続的にひきこもった

経験を持つ経験者として、家族会に携わっ

ている者でございます。 

その上で申し上げたいのは、私は東京都

の協議会にも務めさせていただいておりま

すが、非常に大切なポイントを押さえてい

ただいていることは、とても心強く思って

おります。その上で、少し意見を申し上げ

たいと存じます。 

まず、「区の基本的な考え方」の 1番

目、「本人やその家族の尊厳と自己肯定感

の回復」。言葉としては確かにそうなんで

すけれども、今までひきこもり支援という

のは自立支援だと思われていました。自立

というのは、経済的な自立、ちゃんと働

く、自分のものを自分で稼いで自立すると

いうのが皆さんの思い浮かべるものだと思

うんですけれども、都は支援の目的は自立

ではなく、「尊厳と自己肯定感の回復」と

した。これは一体なぜなのかということを

しっかりと認識した上で、1番目の考え方

を掲げてほしいと思っております。 

私たち、ＫＨＪもそうですけれども、ひ

きこもりの歴史が 40年くらいあるかと思い

ますけれども、たくさんの方が命を失って

きています。それは、自立支援によって命

を失った方がいます。例えば、足が折れて

走れない状態の人を無理矢理走らせようと

する。これは学校にも言えるかと思うので

すけれども、学校や会社、社会で経験した

挫折や傷つき、「もうあんな思いは二度と

したくない」という経験、これは「社会的

ひきこもり」と呼ばれているように、内閣
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府の調査でも 9割近い方が何らかの就労を

経験してからひきこもっています。不登校

からひきこもっている方もいますけれど

も、皆さん本当に社会に出て何とか一歩踏

み出そうと思って、頑張って限界まで頑張

って、それでもひきこもらざるを得ない方

が、さらに命を落としてしまうまでに至っ

てしまう支援とは一体なんなんだろうと。

自分が生きていていいと思えない、これは

セルフネグレクトという言葉もあります通

り、自分が生きていてもいいと思えない、

自分はこの社会のお荷物である。そういう

レッテルを自らに貼って自分がこの社会の

中から存在を消してしまった方がいいので

はないか、でも死ねない。そういうふうに

息を潜める、「姿が見えない」とよく言わ

れますけどその通りです、自分の存在を否

定していますので。そういう状態でひきこ

もっている方の心情をどこまで想像して、

この支援の考え方につなげるか、というこ

となんですね。 

 もう 1つ、2019年の足立区の調査でもあ

ります通り、相談機関があっても「相談し

たいと思わない」と回答した人が 53.8％に

上る、半数以上に上っているわけです。生

きていていいと思えない人が相談しようと

思えない現状もあるかと思います。ご本人

が生きていていいんだと、自己肯定感とい

うのは自分が自分であっていいという、今

仕事に就けなくても社会のお荷物かもしれ

ないけれどそれでも自分が生きていてもい

いと思えるような本人の回復と、本人を支

える家族の尊厳です。これは家族が自らの

育て方を非常に責めてしまっている、その

家族に対して、安心できる場所だったり、

人だったり、関わりが必要ということは、

区の考え方にある「尊厳と自己肯定感の回

復」の中に多く含まれていると思います。

ですから、理念だけではなく、実際にどう

いうかたちで施策を進めていくのかという

ことを、しっかり見据えていくことが必要

だと考えます。 

もう 1つは、私たちが生きていてもいい

というのは、この社会に居場所がある、自

分が安心して自分が何か役に立てることが

あるかもしれない、そういう可能性を捨て

ないで生きていけるか。その地域で生き続

けていくという視点で相談支援というもの

をどう考えるのか。 

あと 1つだけ申し上げますと、実は今

日、ある女性当事者の方に同行してきて少

し遅れてしまったのですが、女性当事者の

方は 46歳です。先ほど足立区の調査で

6543人と出ましたが、半数以上は 40代と

いう結果も出ています。彼女は社会に出て

から親の介護を経てその後 15年間ひきこも

った方なのですが、ようやくコロナが収ま

って一歩を踏み出そうという時に、市役所

が怖くて行けないから同行して欲しいとい

うことで私が一緒に同行いたしました。 

その彼女は最初、2019年にお母様が家族

会でつながり、お母様とのやり取りの中で

その女性の方が私に連絡をくださったとい

うことで、丁寧に丁寧に時間をつないで今

日に至ったのですが、彼女が「役所が怖

い。」と言った理由の 1つに、自分は税金

を払っていない、そして 1回電話をしたと

きにすごく緊張してしまうから、何を喋る

かメモをしてできるだけ相手に迷惑をかけ

ないように、ちゃんと言いたいことを準備

して電話をしたら「あなたそんなに喋れる

のなら何でもできるわよ。」と言われた。

「そんなに喋れるのなら働けるんじゃない

の。」と言われた。その一言ですごくショ

ックを受けて役所に行けなくなってしまっ

た、という話をしてくれました。 
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今日、相手の相談員の方にも正直に傷つ

いた体験を話して、「私のことを決めつけ

ないで話を聞いて欲しい。」と。その相談

員の方もすごく真摯に聞いてくださった。

やはりその過程には、最初にご家族が家族

会につながって、ご本人とつながって 4年

か 5年の時間がかかりました。そのように

息長く、丁寧にやっていくということも知

っていただきたいなと思って紹介させてい

ただきました。 

 

〇藤後会長 

貴重なご意見ありがとうございます。ま

さに現場からの声とのことで、私たちが絶

対大切にしていかなくてはいけない自尊心

や、大事にしていく、生きてていいんだと

いうメッセージ、居場所、そして役に立つ

という感覚などのお言葉をしっかりと受け

止めながら進めていきたいと思います。あ

りがとうございます。 

他にいかがでしょうか。議題 1や事務局

案の内容についてのご意見やご感想など、

是非コメントいただければと思います。い

かがですか。 

 

〇山川委員 

先ほど、事務局からもご説明ありました

通り、議題 1で区の基本的な考え方を整理

されるにあたって、東京都の考え方を踏ま

えてつくられたというご説明がございまし

た。今、ご発言いただいた上田委員も、東

京都の協議会の委員に入っていただいて、

東京都においても、以前は若者の自立支援

で就労を目指すというスタンスだったとこ

ろから、全世代対象としたかたちに切り替

えて、協議会の中で当事者の方やご家族の

方、学識経験者の方の意見も踏まえて、「3

つの視点と 7つの提言」というかたちでま

とめさせていただきました。ここの基本的

な考え方は、ここに至る議論について、上

田委員が仰るとおり、どういったかたちで

ここに至ったのかというところを踏まえて

いただきながら取り組んでいただきたいと

いうところは私も同感でございますが、基

本方針としてはこちらの考え方に沿ったか

たちでこの取り組みを進めていただいてい

るということは、私は方向性としては適っ

ているのかな、という風に思っておりま

す。 

 

〇藤後会長 

はい、ありがとうございました。基本方

針と方向性を合わせていくということです

ね。その他いかがでしょうか。 

 

〇近藤区長 

私から 1つよろしいでしょうか。今、上

田委員から伺って思ったことは、今、ここ

のメンバーは、自立支援というものが今ま

で課題があった、ということでお話しいた

だいて共有できたと思うんですけれども、

これから外部も庁内も含めて、本当に幅広

い方々にひきこもり支援に関わっていただ

くということになりますと、自立が目的だ

というような考え方、誤解があるかもわか

らないので、自立が真の目的では無くて、

書き方は別ですけれども、1つその前に、

注意項目としてそれを入れといた方が。決

して自立だけが目的でないことを、そこは

1つ謳っておかないと、それだけが先行し

てしまう。もちろん支援のタイミングによ

って、ここはというときに自立を促すタイ

ミングもあるとは思いますけれども、ここ

が根幹になっていることを書いておかない

といけないので、自立のことについては少

し前段で触れて、一言入れといた方が、後
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から関わってくれた方、全くこういったこ

とに知識のない方がですね、これだけだと

自立だけでは足りない、自立ということが

逆に相手の気持ちを損ねたり命の危険に晒

すことがあるんだというようなことを、そ

こを謳った方が良いかなという気がしま

す。 

 

〇山岸事務局長 

 区長、上田委員も仰っていただいたよう

に、補足といいますか、理念としての条項

はこれですけれども、対外的に説明する際

には、文言加えた上で対応していきたいと

思います。どうもありがとうございまし

た。 

 

〇近藤区長 

基本的な考え方の中に入れるべきだと思

います。説明する際、忘れてしまうことも

あるし、曲解されると困りますから。きち

っとこの「区の基本的な考え方」というと

ころの中に盛り込んでいただけたらと思い

ます。 

 

〇山岸事務局長 

承知しました。考え方そのものに加えさ

せていただきます。ありがとうございま

す。 

 

〇藤後会長 

 はい、ありがとうございます。これも、

すごく重要な視点だと思います。きちんと

文言として残していくということですね。

他にいかがでしょうか。せっかくですので

様々なお立場からコメントをいただければ

と思います。 

 

〇定野委員  

少し遅れました、すいません。足立区で

教育長をしていた定野といいます。その当

時 6年務めていましたが、不登校の対策に

力を入れさせていただいて、来年 4月に東

京みらい中学校という不登校特例校を開校

することになりました。その校長を務める

ということで、委員をお引き受けしまし

た。 

今、お話しになっている、その自立とは

なんぞやという話は、子どもたちも同じ

で、まさに自分の存在というのを自分が認

めているという状態だと私は思います。経

済的な自立とかなんとかの自立ってたくさ

んありますが、自分が自分だというところ

がポイントだと思っていて、子どもたち

が、自分が将来どうするのかということを

自分で考えられるということ。そこが重要

だと思います。後からお金の問題とか色々

出てくるのでしょうが、そこを考えれば良

いのかなと思っていますし、社会もそれを

容認できるような社会になるというのが、

この協議会の目的であり、これだけの方が

集まっているミーティングが、実現に向け

たひとつのかたちになったというように理

解しております。 

 

〇藤後会長 

ひきこもりは成人期だけでなく、その前

提として誰もが大事にされるということを

教育の中でしっかりと保障していくという

ことが重要ですので。期待しております。 

 

〇定野委員 

何か不登校の子どもたちはみんなひきこ

もりになってしまうのではないかという説

があるのですが、必ずしもそうではない。

不登校の子どもたちは自分で自立できるよ

うになります。私の知っている子どもたち
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は、むしろ、それをバネに力強く生きてい

るという子どもも多いです。全員ではあり

ませんが、1割から 2割の子どもはそのま

まひきこもりになってしまうこともありま

す。それをどうするのかということをここ

で考えていく必要があると思っています。 

 

〇藤後会長 

はい。貴重なご意見ありがとうございま

す。他にいかがでしょうか。 

 

〇近藤区長 

意見というよりもひきこもりの支援に関

わっていただいている当事者の方の、例え

ば、先ほどの石川委員の、民生・児童委員

の方が地域で「このお子さんがひきこもっ

ている。」という情報を耳にされることも

多いと思うのですけれども、その時に、先

ほど申し上げた、ご家族の尊厳ですとか、

自己肯定感の回復というところに思いが行

く支援者の方というのはどれくらいいらっ

しゃるのかなと思います。 

つまり、自立だとか、何かそういったと

ころの支援する方々の認識というんでしょ

うか、そういったこともこれから研修等で

努力していければと思いますけれども、現

場にいらっしゃる方の感覚、ひきこもりに

対する考えというのは実際どういったもの

なのでしょうか。 

 

〇石川委員 

実は、民生・児童委員は７つのブロック

に分かれていまして地区は 25あるんです

が、私どもの地区はいち早くひきこもりの

研修に参加させていただきました。やはり

ひきこもりというと子ども、という視点が

民生・児童委員である私たちの頭にもあっ

て、実際に研修を受けてみたら本日の資料

に書いてあるように、40～50代の大人であ

ったりすることがあります。区長の発言で

は現場と仰っていただきましたが、民生・

児童委員が実際の現場を分かっていないか

もしれません。それは「見えない」から。

中々ひきこもりの状態を、皆さん、ご家族

の方が外に出してこないので、見えないん

ですね。 

本当に今日良い意見を聞くことができた

なと思うのは、お子さんを社会に出したい

のだと思っていたが、そうではなかったん

だ、ということです。何らかのかたちでこ

れは民生・児童委員全員に伝えたいと思い

ました。 

本人を社会に出してくることが、ひきこ

もりの解決策だとばかり思っておりました

ので、そうではないんだということは、す

ごく学びとしてございました。ありがとう

ございます。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。他にいかがでし

ょうか。 

 

〇氏家委員 

基本的な考え方の 1番に家族の尊厳とい

う文言を入れていただいておりますが、基

本的には考え方なので具体的に細々と書け

ないとは思うんですけれども、親の育て方

が悪いというような偏見が一般的に浸透し

ているようなところがすごく親としては傷

つくので、相談にも行けなかったり、その

辺のところを社会が変わっていって見方を

変えていただけるような施策になると良い 

なと、家族会では思っております。 

 

〇藤後会長 

はい。ありがとうございます。これもす
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ごく大切な視点だと思います。そして家族

がまず安心するというか、家族が安心して

子育てをできる、助けてもらいたい時には

助けてもらう、というような視点で、皆で

考えていきたいと思っております。 

他にいかがでしょうか。 

 

〇近藤区長 

今もお話しが出たので、こうしたバック

グラウンドといいますか、今までの誤った

認識のようなものは職員にも研修する必要

がありますし、実際に民生・児童委員をは

じめ、地域でこれからいろいろご協力をお

願いしていく方々に対しても是非知ってい

ただきたいことなので、こういったことを

例えばシンポジウムでも結構ですし、研修

でも何回かやっていきながら、実際に当事

者の方のお話しを聞くとか、ご家族の方の

お話しを聞いて、認識をひとつにして一緒

に支援をしていくという体制をつくってい

くためにも、何回かに分けて、「研修」と

いう言葉が適切なのか分かりませんが、理

解を深めていく、というところをやってい

く必要があるんだろうな、と思います。 

区の基本的な考え方に書いただけでは全

く意味がないので、サポーターを募ってい

くにあたっての意識の共有、見える化とい

うことが重要だな、と感じました。 

 

〇藤後会長 

はい、ありがとうございます。 

区長からコメントいただいた内容が、特

に次の議題 2に関係してくる内容となって

います。 

支援メニューというところで、啓発活動

や研修活動をいかに充実していくか。先ほ

どの家族という視点ですが、家族のせいで

は全くないですし、子どもを育てていくと

いうのは家族だけの問題ではありません。

皆で育てていく「社会的子育て」は私の研

究課題ではありますが、そこも含めて検討

していきたいと思っております。 

他にいかがでしょうか。 

 

〇近藤区長  

基本的には反対はないということで、こ

ちらの方針でよろしいでしょうか。文言に

ついてはまた改めて、先ほどいただいたこ

とを考えますが。 

 

〇藤後会長 

はい。では基本的な考え方の文言に関し

ましては方向性も含めてご賛同いただいた

ということで、議題 2に移らせていただき

たいと思います。 

「支援メニューの拡充の進め方」につい

て事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

はい、事務局より説明させていただきま

す。お手元の資料 4をご覧いただきたいと

思います。基本的な考え方のご意見もござ

いましたけれども、こうした理念、足立区

の考え方を、どのようにかたちにしていく

かというところでは支援メニューの拡充の

進め方、これも重要なことだと思っていま

す。今回、委員の方々にご意見いただきた

い主な点は、お手元の資料 議題 2にもあ

りますように、（1）から（3）の部分につ

いてでございます。 

支援メニューの拡充の取り組みは、今後

速やかに、かつ実態、現状を反映して進め

ることを想定してございます。 

このため、この代表者会議である本会議

とは別の部会を立ち上げさせていただい

て、少し頻度を上げて取り組んでいくこ
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と、そして支援の現場により近い方々を参

加者、関係者としてご参加いただくことを

想定してございます。 

この会議体では、様々な支援メニューが

ある中で、予め優先順位付けの上、速やか

に内容の検討に着手するというような想定

でございます。この部会の進捗は、支援協

議会の場でも都度共有させていただきたい

と思っております。 

また、資料には参考として事務局で考え

ている現時点での支援メニューの案を列挙

させていただいております。 

先ほどご覧いただきました東京都と足立

区の比較の表ですが、併せてご確認の上、

ご意見を寄せていただきたいと思っており

ます。 

次回の支援協議会では、今回の議題も含

めて反映した、より具体的な部会の進め方

を事務局よりご提示させていただきたいと

思っております。 

説明は以上になります。 

 

〇藤後会長 

 はい。ご説明ありがとうございました。

それでは、説明いただいた議題 2ですね、

「支援メニューの拡充の進め方」について

ご意見をいただきたいと思います。 

 

〇近藤区長 

度々で恐縮ですが、先ほどお話しがあっ

たように「実際に相談したくない」「ほっ

といてほしい」「目立ちたくない」という

ような方が多いという中で、いくらメニュ

ーを充実させても、支援につながらなかっ

たら全く意味がないので、少しでもつなげ

ていただく、それはご本人、家族だった

り、少しでもつながるためには、どうした

ら関わりを深めていけるのか、認知してい

けるのか。PR等あると思うのですが、まず

どういうことをやっていく必要があるの

か、まずメニューの前に、そこの部分が重

要であると思うのですがいかがでしょう

か。 

 

〇上田委員 

本当にその通りですね。相談したくない

人に首に縄を付けて相談に行きなさい、と

いうことがどれだけ暴力的かということを

私は申し上げています。 

家族がこの子をなんとか相談につなげよ

う、一緒に行って欲しいと思っても、その

気持ちが無い本人は動けません。 

本人がどうして相談や支援につながらな

いのか、どうして社会に入れないのか、家

族は真っ暗闇のトンネルの中から本人の心

情や、本人がどんな思いでこれまで本当に

辛い時間を重ねてきたかということ、たく

さん学んでいきます。家族の理解、学びと

いうのが本当に必要だと思う瞬間です。 

親子関係が敵対する関係で支援につなが

った方、ある意味引き出すようなかたちで

支援につながった方が、そのあとどうなっ

たか。家族会では親子断絶等の状態になっ

ています。 

では、相談につながらない方がどうやっ

たら生きる意欲を取り戻していけるのか、

ということです。 

だから、家族会として言っているのはま

ず、外に出そうということではなく、本人

が自分のペースでまず安心して生きられる

場所を、家の中でもいい、それこそ自室で

もいいのです。しっかり生存領域を確保し

ていくということを言っています。親もそ

れを知ることです。だから無断で扉を開け

ません。本人に無理やり一緒にご飯を食べ

させることはしません。まずは日常の関わ
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り方を家族は変えていきます。そうするこ

とによって本人は少しずつ生きるエネルギ

ーを溜めていくんです。家の中でも、家の

中でだったら生きていけるかもしれないと

いう力を取り戻します。 

回復は目に見えるかたちではないところ

がとても重要なんですね。今日お配りでき

なかったのですが、東京都と一緒につくっ

たこのひきこもり家族に向けたパンフレッ

トにも書かれています。まず最初は家の中

で、昼夜逆転していたとしても、自分のペ

ースで、ご飯が食べたい時に食べられる、

ご飯が食べられるというのはすごいことで

すから、ちゃんと欲求を持って自分の買い

物も自分でやっている等、そうした日常生

活から回復が見られていきます。 

その中で親子関係が段々と信頼と関係が

できてきたときに、家族会にご本人が来て

くださったり、こういう相談の機会がある

ということを本人自ら情報を得て、自ら足

を運ぶということが出てきます。 

先ほども言いましたけど相談しようとい

うのは、やはり何とかしたいと思うから相

談したいわけです。何とかならなくてもい

いと思っているところから、何とかしよう

と思える家庭環境づくりがスタートだと思

って欲しいのです。 

足立区における支援メニューを考えると

きに、「あなたの力を貸して欲しい」、

「目の前のあなたの声を聞かせて欲しい、

どんな声でもいい」といったようなキャッ

チコピーも大事だと思います。「相談して

ください」というのは、結構上から目線の

言葉かもしれません。あなたに生きていて

欲しいと語りかけることも、もしかしたら

1つかもしれません。 

インターネットを見ている方もたくさん

いますので、姿は見えなくても本人が本人

のタイミングで情報を掴んでいます。定期

的な情報発信というのも、本人に会えなく

ても大切な支援メニューになってくると思

います。足立区の情報発信がもう少しひき

こもりのページが充実していくと本当に良

いだろうなと思いますし、そこに当事者や

家族の声等を載せていけると自分だけでは

ないんだと思ってもらえる、これも大切な

支援だと思います。 

直接関わる支援というよりも間接的に、

苦しいのは自分だけじゃないんだな、こう

いうこともあるんだ、こういう可能性もあ

るんだ、ということです。 

40代のある方は、50歳に近くなって、仕

事も 30年もブランクがあって、仕事なんか

きっとできないと思った自分でも、できる

仕事があるかもしれないということを言わ

れて少しやる気が出たといったですね、今

の例は仕事ですけれども情報というのはす

ごくきっかけとして大切な資源になりうる

と思います。 

私たち家族会は、やはり家族関係から生

きる意欲を、生きるエネルギーを取り戻す

ことを大切にしておりますので、その上で

家族支援メニューを本当に充実させていた

だきたいです。 

本人は動けませんけれども、まずは最初

に相談にまわる家族が本人にプレッシャー

をかけるような関わりをしたため、親子関

係がこじれて本人とほとんど喋れない家族

が多い中で、家族が状態を理解し、関わり

を少しずつ、自分自身が心のゆとりを取り

戻せば、本人との関係も家の中の空気も変

わってきます。 

私も経験がありますが、家庭の空気が変

わるだけでもどれだけ生きやすくなるか、

ということを経験していますので、やはり

家族の安心、家族の理解、家族の落ちつ
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き、家族の学びというのは、大切な支援メ

ニューになってきますので、足立区は少し

苦言を呈して恐縮なんですが、6430人のう

ちセーフティネットあだちでつながってい

るのは、約 100名ですよね。家族の数から

すれば、1万人以上潜在的に苦しんでいる

家族がいる。もっと家族相談につながって

ほしいと切に願っております。 

 

〇近藤区長 

つなげるためにはなにをすれば良いので

しょうか。 

 

〇上田委員 

まず、家族だけでも十分にゆっくりお話

しを聞きますという姿勢ですよね。ご本人

に語り掛けるキャッチコピーと、家族に語

りかけるものと両方必要だと思いますけれ

ども、本人はまだそこまでいっていない、

どうせ分かってもらえないだろうという気

持ちが強いですけれども、家族はなんとか

しなきゃと思って走り回ってますから、家

族に対しての家族相談をしっかり行ってい

ますという、何かそういう言葉が必要かな

と思っています。 

 

〇氏家委員 

先ほどから区長が、つながらない人をど

うつなげていくか、と仰っていただいてい

ることに本当に同感で、どうしたらいいか

と日々思っています。地域包括支援センタ

ーの方が高齢の方の現状を見守りに来られ

ること等ありますよね。そういったかたち

で、本当につながらない人は家庭訪問で、

高齢の人だけでなくて、「ひきこもりで悩

んでるご家族いませんか」という問いかけ

とか、当事者の方は色々ネットとか見て情

報は得てますけどご家族の方は中々そうで

きない方も多いのではないかなと思うの

で、そういった方法も考えた方が良いのか

な、と思います。 

 

〇近藤区長 

地域包括支援センターの方にもこのメン

バーに入っていただくのも 1つの考え方か

もしれませんね。 

今参加してる絆づくり担当は町会自治会

の方で孤立した 1人暮らしの方のところへ

訪問しているわけですが、そういう時に、

こうしたひきこもりの方の情報が入ってく

るというのはありますか。 

 

〇五十嵐委員 

ひきこもりの方自体の数は少ないと思い

ますが、町会自治会の訪問調査で、「この

方は地域包括支援センターにつなげた方が

良いな」と思う方はつないで、その後包括

が粘り強く訪問して、家がごみ屋敷状態で

あることが分かって、何度も説得して介護

保険サービスを入れて、綺麗になったらや

り甲斐が出てくる、そういった事例はあり

ます。 

 

〇長谷川副会長 

実は以前、包括の方と話した時にこうい

う話がありました。私たちは高齢者の介護

で家に行くのだが、そこで例えば 80代の高

齢者の介護で家を見に行った時に、50代の

お子さんがひきこもりでいた。でもそこま

で私たちに対応しろと言われてもそれはで

きないので庁内で相談したら、「包括でや

ってください。」という話になったという

ことで、それは困りますねということで、

実際包括も高齢者を見に行った時にそこに

いるひきこもっているお子さんも見えてい

るんですが、そこもまだうまくつなげられ
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てないなと、内部で話していてもそういっ

た実態がありましたので、そちらについて

は包括をここのメンバーに入れるというこ

ともそうですし、どう関わらせていくかと

いうところも重要かな、と思います。 

 

〇氏家委員 

高齢の方でそういう方がいらっしゃると

いうのは、地域包括支援センターにも家族

会が行って情報を得ています。 

けれども、ひきこもりの期間がなるべく

短く、若い層の方が回復の希望が出てく

る、そういった方々をどう掘り起こしてい

くか、というのは本当に難しい課題だと思

いますが、何とかできないものかな、と思

います。 

 

〇上田委員 

掘り起こしに関して言うと、江戸川区の

例ですね、1万人ひきこもりの方がいるこ

とが調査結果から分かり、調査とともに訪

問調査も行ったということです。 

あとは定期的に区報、広報を大々的に行

って、地域住民向けの予約がなくて匿名で

も参加ができる講演会も行われること。 

「隠したい」というところから始まって

いますので、それでももしかしたらうちの

状態はこのままじゃダメなんだと思った時

に、どうしたらいいんだろうという時に糸

口となる講演会というのはきっかけになっ

ています。ご本人にとってもご家族にとっ

ても。 

そこで情報を得て、ようやく相談につな

がる。まずご家族が、「うちの子はこうな

んですけどひきこもりなんですか。」とい

うところから始まったりすると思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

 

〇内野委員 

私は今、あだち未来支援室様よりご委託

をいただきまして若年者の支援を行ってい

ますが、ひきこもりの支援という観点で、

どうやったら相談ができるようになるか、

というところでいえば、過去に「相談をし

てよかった」という体験が将来困った時に

相談をまたしてみようというものにつなが

る大きな要素になると思っておりまして、

特に若年者支援を行う中ですと、子どもか

ら大人にかけて困りごとを抱えないという

方は全くいませんので、その時に子ども、

若者が困った時に誰かに相談をしてよかっ

たという体験は、将来何か躓きがあった時

の、相談をしてみようとか他の人に話して

みようというきっかけになると思って、普

段面接支援を行っております。 

いまひきこもりでお困りの方には当然支

援が大事だということは言うまでもないで

すが、もう少し予防的な意味で若いうちか

ら相談をする、誰かに助けを求める体験を

増やしていく活動も、支援のメニューとし

て盛り込んでいかれると良いのではないか

と感じています。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。実はＳＯＤＡが

できて、私は東京未来大学に所属していま

すが、すごく頼もしい存在となっていま

す。 

先ほどの予防的な関わりという視点から

考えると、やはりつなぐ人がいると違って

くると思います。私たちの話になります

が、大学生の中にはその後社会に出ていく

時に、「この子リスクがありそうだな」と
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いう学生はいます。その時に大学だけで抱

え込まずに、「ＳＯＤＡに行っておい

で。」とか「ＳＯＤＡで相談に乗ってもら

えるよ。」とこちらからつないでいく。ま

た、ＳＯＤＡのみに頼るのではなく、ＳＯ

ＤＡを通しながら他にもつながっていくこ

とができます。私自身の体験も踏まえてで

すが、予防的に関わるきっかけとして、橋

渡しをしてくれるつなぐ人材がいると良い

のではないかと思っております。 

 

〇近藤区長 

そのつなぐ人材というのはどこに置くわ

けですか。 

 

〇藤後会長 

ある意味、新しい人を置く必要はないか

と思っています。例えば大学であれば、教

員や職員が直接ＳＯＤＡを知っていると、

「あそこに行くと良いスタッフがいっぱい

いるからね。」と私は勧めています。今回

のように顔見知りになる機会を通して、日

頃から機関同士の連携をしておくことで、

つなぎ・連携に関して向上していくと思っ

ております。 

 

〇楠山委員 

若年者支援についても、まず相談窓口が

設置できましたので、若者についてはＳＯ

ＤＡさんを紹介させていただいて、まだま

だ不十分ではありますが、1か所で相談で

きるということが少しできてきたので、こ

れからどんどん増やしていけたら良いと思

います。来年度は、予定ですがより拡充し

て、1人増やしてですね、相談体制を強化

するのですが、同じようにひきこもりに対

してもどこに相談するのか明確にして分か

りやすくしていくというのもひとつの手法

かな、と思っております。 

 

〇近藤区長 

衛生部の馬場委員、お願いします。 

 

〇馬場委員 

私も保健師としてひきこもりの方には長

年携わってきました。もちろんご家族の支

援もしてきた中で、やはり圧倒的に分かっ

ているのは家族ですね。「うちの子はひき

こもっている」と。周りには家族は隠そう

としますので、周りの方が気付くまでに時

間がかかります。 

1番はやはり家族が、お子さんのことを

理解して、先ほど家族の学びという話が上

田委員からありましたけれど、家族が今の

状態を、子どもがだいぶ疲れている状況だ

から少し落ち着くまで見守って、それを無

理にして引きずり出そうとはせず、あるい

は引っ張り上げようとせずに、見守って回

復してきたら徐々に支援していこうと思え

るような、家族に対する情報と家族の相談

先、家族がそれができるようになると家族

も外に出かけて家族も明るくなりますし、

家族の時間が過ごせるようになってくる

と、子どもも段々落ち着いてきて、「じゃ

あ、自分も次は」とお母さんが相談に行っ

てる時に自分も行って相談してみようかな

となってくるので、まずは家族が相談でき

る場所や家族に知識を与えるといった、困

っている家族に「こうするとうまくいきま

すよ」ということを伝えていくような講演

会、啓発物や相談先も必要なのかなと思い

ます。そうすると家族が、次は子どもに

「あなたも相談しに行ってみたら。」「私

が相談している人に相談してみたら。」と

いうふうにつないでくれると思いますの

で、最大のつなぎ先はやはり家族だな、と
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思っています。これまで以上に家族に対す

る何かができると良いなと思っています。 

 

〇近藤区長 

ひとつ今更ですが、「ひきこもり」とい

うことを、例えば課や係の名称として出す

ことは問題ないということでよろしいでし

ょうか。 

 

〇上田委員 

全く問題ないです。家族は特に「ひきこ

もり」という窓口があった方が相談しやす

い人が圧倒的です。 

 

〇近藤区長 

ありがとうございます。子どもの貧困対

策のときに「子どもの貧困対策担当課」と

いうのをつくろうと思ったのですが、「う

ちが貧困なのか」、「支援される人のモチ

ベーションが」といった意見がありまし

て、最初は「子どもの貧困対策」というの

を表に出さない、ということがありまし

た。 

最初は配慮といいますか、それは誤った

認識だったのかもしれないですが、これま

でひきこもりという看板を出さなかったわ

けです。今回逆にあった方が相談しやすい

という意見がありましたので、そのように

させていただきたいと思います。 

 

〇上田委員 

「相談してもいいんだ。」とほとんどの

ご家族は思います。これは身内の問題なん

だから外で出すものではないと思っている

家族はまだまだ多いと思います。 

相談してもいいのですよ、というメッセ

ージとともに窓口を設けてほしいと思いま

す。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。他にいかがでし

ょうか。 

 

〇河野委員 

青少年自立援助センターの河野です。 

基本的な考え方というのは私も全く異論

がないです。 

今回足立区という地域で、より実践的に

対応していかなくてはならない、その内容

をここで考えていかないといけないという

部分での意見です。 

これだけ年代の幅が広がってしまって、

状況も様々で、というところがあるので、

正直、ひきこもり支援の部分というものを

一括して議論していくのは中々まとまりが

つかないと思います。先ほど、この後の進

行は部会をつくってやっていくという話が

あったので、細かくはやっていくのだろう

と思うのですが、やはり、年代別であった

り状況別で当事者に向けてあるいは家族に

向けて、細かく地域の課題というのをしっ

かり捉えながら考えていく機会がすごく重

要になってくると思っています。 

重層的な支援という言葉、だいぶ定着し

てきましたけれども、実際それを運用す

る、というのはすごく難しいところがあり

ます。現場レベルではケース検討とかやり

ながら対象となる方の支援というのを実施

してますが、それぞれ得意分野を持ってい

る方が集まってくると、時には軋轢が起こ

ってしまったりして、主義主張が強くなり

過ぎるようなことがあるので、そこのルー

ルづくりをどう進めていって、どう建設的

に動かしていけるのかという、その基盤づ

くりも重要だな、と。 

なんでもできるひきこもり支援というの
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はあり得ないので、自分のできないところ

を埋め合わせて、よりストライクゾーンの

高い支援にしていくというような基盤づく

りというのが必要だと考えています。 

最終的には居場所をつくったりしていま

すが、1か所の居場所をつくって何とかな

る課題ではないと思っています。 

やはり足立区という広い地域の中に、そ

れぞれ人であったり場所であったり、何か

しらつながりたいと思っている方はかなり

いるはずなので、本当はつながりを持つと

いうシステムを上手く使って、人とのつな

がりをもって、そこから少しずつ拡大して

いけるような、居場所が街の中の色々なと

ころにあって、居場所の目的も趣味的や仕

事的なことかもしれないですが、幅が広が

っていくというのが大事になるかな、と思

います。 

先日も夜の居場所をやっているところを

視察に行ってきたのですが、昼間に集まり

やすい利用者もいれば、夜でないと集まれ

ない利用者もいる、そういったことも含め

て幅広く考えていく必要があるかなと考え

ます。そこは様々な分野の方が入ってきて

いただく必要があると思うので、もう少し

会を進めていって、関わってくださる方々

が広がっていったら良いと思っています。 

 

〇藤後会長 

貴重なご意見ありがとうございます。ひ

きこもり支援メニューの拡充について具体

的には今後部会が立ち上がって進めていく

ことにはなると思います。そこで今回議題

に戻ります。各委員よりご意見いただきた

い内容ですが、「新たに部会を立ち上げ、

部会メンバーには庁内の職員のほか、外部

関係者等、より現場に近い方々にご参加い

ただく」、このことに関して少し確認させ

ていただきたいと思います。この件に関し

ては異論なく進めさせていただいてよろし

いですね。 

はい。今日の議論を受けて部会で具体的

な内容を検討していくことが承認されまし

た。今回いただきましたご意見の中で、例

えば部会で検討していく際にはメニューご

との優先順位に加え、地域性や年代別とい

ったことも優先順位をつけながら検討して

いきたいと思っております。 

それと関連しまして、「部会では支援メ

ニューの洗い出し、優先順位付けの後に速

やかに実施の検討に着手する」、これに関

しても異論無いですか。それではこちらで

進めさせていただきたいと思います。 

上記の内容に基づきまして、支援メニュ

ーの内容について、既に色々アイデアをい

ただいておりますし、個別かつ広い視野の

両方を検討しながら進めていきたいと思っ

ております。 

時間の関係もありますので、せっかくで

すので、オンライン上の徳丸先生、もしよ

ろしければお願いします。 

 

〇徳丸委員 

今までのお話しを伺いまして、相談に十

分つながれてないということに関してはや

はり多くの方が仰っていたように、家族が

1番初めに困り、まず最初の相談者となる

ので、家族をしっかり相談につなげる、そ

してその相談が続かないということも大き

な課題ですので、家族の方が相談を続けら

れるような仕組みが大切だと思います。 

窓口の名称については、様々議論がある

ところですけれども、他の名前にすれば相

談が増えるかと考えると、それはまた難し

かろうと思います。 

むしろひきこもりという言葉が相談を遠
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ざけてしまうという意味合いで使われるの

ではなく、誰にもあること、起こりうるこ

とで、ひきこもりの相談を気軽にできるよ

うに、という方向に進むのが良いのではな

いかというように考えているところです。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。 

 

〇氏家委員 

このような場を設けていただいたこと、

ご尽力いただく方々に本当にありがたく、

感謝申し上げます。 

始めに区長が仰った言葉ですごく気にな

っているんですけれど、「訪問支援にギア

をあげて取り組む」という言葉が気になる

んですが。アウトリーチについてです。 

 

〇近藤区長 

福祉まるごと相談課の中でアウトリーチ

にも力を入れて相談をやっていきます。来

る人を待っているだけでなく、中々行けな

いという方にはこちらの方から出向きます

ということも福祉まるごと相談課の中で考

えているということを申し上げました。 

 

〇氏家委員  

家族会の中で色々あったもので、期待と

不安があり確認しました。ありがとうござ

います。 

 

〇近藤区長 

あと申し訳ありません。先ほど居場所の

話が出ましたけれど、居場所についてはひ

きこもりの方独自の居場所もやはり必要だ

という認識でしょうか。 

例えば先ほどコメントした馬場委員の衛

生部では自殺対策にも力を入れていて、自

殺念慮や昔自殺を試みた方々に対する居場

所のような設置もあります。さすがに全く

普通に一般の高校生と一緒に、ということ

ではないと思うのですが、現在、ありとあ

らゆる層の方たちが居場所ということを行

政に対して注文されるものですから、居場

所ということはどういうことをイメージさ

れているのか、自宅の中にも居場所がある

だけで変わるということも仰っていました

が、これから数を増やしていくとか、内容

を考えていく際に、居場所というのはどう

いうことをイメージされているのでしょう

か。 

 

〇上田委員 

まず居場所の定義は、自分が自分でいら

れる、偏見から逃れて、今の自分で自分を

表現できたり、ただそこにいてもいい、と

いう場所だと思います。自分がいてもいい

場所、それが家族以外の誰かといてもい

い、というのが本人の居場所ですが、最近

は地域サロンというかたちで、ご本人やご

家族や支援の方も、立場を分けずにいられ

る、ちょっとした茶話会をしたり、ご飯を

食べたり、そういった色々な地域でできる

一軒家で少し集まれるような、そういうの

を工夫している取り組みもありますし、だ

けど本人だけのほうが話しやすいという場

合もあったりですね、それこそ色々な居場

所のメニューがあると良いんじゃないかな

と。 

ただ会議室でやる場合もあるんですが、

できれば空き家等があれば、アットホーム

で、おうちの中でできるような、そういう

居場所づくりというのも、他の区でも見ら

れているんですけども、何か進めた方が良

いのではないかなと思っています。あとは

とにかく料金がかからない、会員登録が不
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要で、出入りができる。あとできれば区外

の方でも参加できる、ゆるい、あまり枠組

みにきっちり固めないでできたら良いと思

っています。 

親の居場所は家族会が頑張っています。 

家族会の継続自体は運営費は大変ですけれ

ども。あとはもっと家族会のことも知って

もらいたいと思います。 

 

〇定野委員 

不登校の特例校をつくるという話をしま

したが、なぜ不登校の子どもが生まれたの

か。今の学校には学校に入れない子どもが

いるということです。これまでの学校は、

学校に合わせなさい、と言ってきた。私た

ちもそうやって教育を受けてきた。しか

し、それができない子がいる、ということ

が分かってきた。ではどうするかという

と、学校が変わらなくてはいけない。私も

随分学校を変えてきたつもりですが、最後

はこのような不登校の特例校という学校を

つくって、というかたちになりましたが、

この考えの延長で、なぜ、ひきこもりの方

が出てきてしまったのか。それは本人が悪

いのではなくて社会のどこかに欠陥があっ

たのではないかと考えると、社会をどうや

って変えたら良いのか、どの部分をどう変

えたら良いのか、というのがこの協議会の

ゴールではないかと思っています。それは

私たちだけでなく全国に広めることができ

るから、そういう意味です。 

是非皆さんもそういった考えで、私も努

力したいと思いますし、ひきこもりの本人

が自己肯定感をもって社会に出ることがで

き、社会がそれを受け入れられる、そうい

う社会にしたい、それがゴールなのではな

いかと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。私もすごく賛同

します。ひきこもりという問題を通しなが

ら社会が変わっていくきっかけになれば良

いと思っております。 

先ほど仰ってくださった自分が自分らし

くいられる居場所というのはひきこもりの

方だけでなく、どの方にも必要とされてい

るものです。だからこそ、是非足立区で、

皆さんで一緒に、皆が大事にされる環境を

整えていきたいと思っておりますので、お

力添えをいただければと思っております。 

ではそろそろ時間になりました。ここで

進行を事務局に戻させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

〇山岸事務局長 

藤後会長、議事の進行どうもありがとう

ございました。 

各テーマ、それぞれご意見いただきまし

て、どうもありがとうございました。この

議題の 1と 2につきましては今回いただい

た意見を事務局で取りまとめさせていただ

いた上で、反映結果を踏まえ、また協議会

で共有させていただきたいと思います。あ

りがとうございました。 

続きまして 7番、次第に移ります。 

その他連絡事項というところで、次回の

協議会についてですが、改めて日程調整の

上、皆様にご連絡させていただきます。ま

た、今回定野委員より、東京みらい中学校

に関係するパンフレットをお配りさせてい

ただきます。どうぞご覧いただければと思

います。 

事務連絡、続きましては、お車でお越し

の方は駐車券をお渡ししますので、終了後

職員にお声掛けいただければ対応させてい

ただきます。 
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最後、お帰りの際は、中央館のエレベー

ター、職員が案内させていただきますが、

中央館エレベーターでお降りいただければ

と思います。 

併せて家族会の方からのチラシを配付さ

せていただきます。どうぞご確認くださ

い。 

以上をもちまして、令和 5年度第 1回足

立区ひきこもり支援協議会を閉会させてい

ただきます。各委員の皆様、本日はどうも

ありがとうございました。 


